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光老化を防御する―光に関する基本知識から最新のサンケア製品まで―

サンスクリーン製剤化技術の特徴
福 井  崇 *
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Abstract
Along with the increasing awareness to protect the skin from UV light in these days, multi-functionalization is required 

to sunscreen not only for pool, sea and sports use, but also for daily use. In addition to UV protection efficacy, less burden 
use feeling on the skin such as transparency after applying, moisturizing effect and comfortable feeling is needed. In order to 
achieve both high UV protection efficacy and comfortable use feeling, efficient UV protection is very important. This article 
reviews UV filters with high UVA protection efficacy and high transparency by using plate like zinc oxide. And also it re-
views the formulation technology with high moisturizing effect by using plate like zinc oxide and oil, and even protection 
film technology with α-gel capsule of UV absorbers.
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1.　は じ め に

近年，地上に到達する紫外線が増加している環境要因
とともに，シミ，シワなどの光老化をはじめ，DNA損
傷，免疫抑制，皮膚がん等の紫外線の皮膚へのさまざま
な影響が明らかになり1）, 2），サンスクリーン製品のニー
ズが高まってきている。以前はレジャー用にサンスク
リーンを使用する消費者が多かったが，最近は日常的に
サンスクリーンを使用する消費者も増えてきており，サ
ンスクリーンに求められる機能も多様化している。使用
場面が増えるにつれて，紫外線防御効果や耐水性はもと
より，「塗布時の透明性」，「高い保湿性」，「肌に負担の
ない使い心地」等の良好な使用感も求められている。サ
ンスクリーンにおいて，基本的な性能である紫外線防御
効果と，良好な使用感は，いわばトレードオフの関係で
あり，これらを両立するには効率的な紫外線防御剤の使
いこなしが必要だと考えられる。本報では，紫外線防御
剤の基本的性質と，それを応用したサンスクリーン製剤
の特徴について述べたいと思う。

2.　紫外線防御性能の表示動向

太陽光線は紫外線，可視光線，赤外線に分類され，紫
外線は長波長紫外線 UVA （320～400 nm），中波長紫外線
UVB （280～320 nm），短波長紫外線 UVC （200～280 nm）

に分類される。このうちエネルギーの強い短波長領域
（200～290 nm）はオゾン層に吸収されて地表に到達し
ないため，サンスクリーンの防御対象は主に UVAと
UVBとなる。
紫外線量の年間変動を測定すると，UVBは夏が冬の

5倍と変動が大きく，夏に向けて急激に増加する。一
方，UVAは年間での変動が少なく，冬でも夏の約半分
の量がある。日内変動を測定すると，正午は太陽光線が
大気を通過する距離が最短となるため，UVA, UVBとも
に正午を挟んだ 10時から 14時頃がピークとなり，UVA
は UVBと比較すると日内変動が緩やかで朝早くから量
が多い。さらに UVAは雲やガラスを透過しやすい傾向
があるため，窓越しや曇りの日でも多く降り注いでお
り，日常生活において暴露されやすい。
このような UVAと UVBを防御するサンスクリーン
製剤には，防御効果を示す指標として，皮膚の紅斑反応
を測定した SPF （Sun Protection Factor）が世界的に用い
られている。また，日本では UVAの防御効果の程度を，
UVAによって生じる持続型即時黒化を測定した UVA-PF 
（UVA protection factor of a product）を指標とした PA 
（Protection grade of UVA）で分類表示している。
近年は，UVBだけでなく UVAに対する防御意識が高
まっており，日本では 2013年から UVA防御表記にお
いて PA＋＋＋＋表示が可能となった。欧州ではサンス
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